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梅
雨
の
候
、
同
窓
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
４
月
、
法
学
部
同
窓

会
寄
付
講
座
は
開
講
10
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
１

３
０
名
を
超
え
る
学
生
が
受

講
し
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
に
よ
り
、
多
く
の
同
窓

会
員
や
卒
業
生
、
在
校
生
の

保
護
者
会
で
あ
る
後
援
会
の

皆
様
、
大
学
関
係
者
に
も
ご

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
講
義
内
容
も
、
法
務
実

務
や
就
活
情
報
の
み
な
ら

ず
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
業
務
取

り
込
み
動
向
、
最
新
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ

ー
ド
の
改
訂
状
況
、
地
方
創

生
、
金
融
経
済
指
標
の
見

方
、
大
学
史
な
ど
幅
広
く
、

卒
業
生
に
と
っ
て
も
学
び
直

し
の
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
３
月
開
催
の
卒
業

生
祝
賀
会
に
は
、
既
往
ピ
ー

ク
の
３
０
０
名
を
超
え
る
卒

業
生
と
多
数
の
教
職
員
が
参

加
し
、
大
変
盛
況
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
大
学
や
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身
的
な

企
画
、
広
報
、
運
営
に
も

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
卒
業
生
と
懇
談
す
る

と
、
早
期
化
す
る
就
職
活

動
の
中
で
も
、
４
年
次
ま

で
粘
り
強
く
活
動
し
、
第

１
志
望
へ
の
進
路
を
実
現

し
た
学
生
も
多
く
、
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
資
格
試
験
、
起
業
な

ど
に
挑
戦
す
る
自
立
志
向

の
学
生
も
増
え
て
い
る
印

象
で
し
た
。

私
か
ら
は
、「
早
期
に

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ

る
人
材
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
何
処
の
生
成
Ａ
Ｉ
が

便
利
か
な
ど
、
既
に
自
在

に
活
用
し
て
い
る
様
子
で
、

〝
Ａ
Ｉ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
〞

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。近

年
、
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
や
生
成
Ａ
Ｉ
を

自
在
に
活
用
し
な
が
ら
、
新

た
な
時
代
に
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
卒
業
生

も
、
学
生
に
負
け
ず
生
成
Ａ

Ｉ
の
産
業
革
命
の
時
代
を
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
、

生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。同

窓
会
で
は
、
学
生
支
援

に
加
え
、
卒
業
生
支
援
や
卒

業
生
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

充
実
に
も
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、

現
在
は
、
皆
様
か
ら
の
年
度

会
費
や
ご
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
か
ら
は
、
新
年
度
入
り
前

の
前
年
度
末
に
年
度
会
費
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た

が
、
ご
賛
同
頂
け
た
方
々
は

80
名
に
止
ま
り
ま
し
た
。
未

だ
、
年
度
会
費
未
納
の
方
々

は
、
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
活

動
の
改
革
（
卒
業
生
支
援
の

拡
大
、
経
費
削
減
努
力
）
を

ご
理
解
頂
き
、
会
費
・
ご
寄

付
の
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

暫
く
同
窓
会
活
動
か
ら
離
れ

て
お
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
の

復
帰
も
心
よ
り
歓
迎
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
会
活
動
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
活
動
広

報
、
会
員
相
互
の
交
流
等
の

た
め
、
連
絡
手
段
の
電
子
メ

ー
ル
化
に
つ
い
て
、
ご
理
解

頂
き
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
員
等
の
皆
様
へ

法
学
部
同
窓
会
会
長
　
池
上　

貞
純
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２
０
２
６
年
度
の
「
法
律

学
特
講
（
法
学
部
同
窓
会
寄

付
講
座
）
企
業
法
務
へ
の
案

内
」
は
、
本
稿
執
筆
の
５
月

15
日
時
点
で
の
履
修
登
録
者

数
が
１
３
３
名
と
い
う
形
で

滑
り
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
履
修
登
録
の
確
定
ま
で

に
ま
だ
多
少
の
増
減
が
あ
る

可
能
性
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
の
10
年
目
の
節
目

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
も
う

少
し
多
く
の
学
生
に
履
修
し

て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
か

っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
担
当
教
員
と

し
て
「
盛
況
で
す
」
と
ご
報

告
で
き
な
い
こ
と
を
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。た

だ
他
方
で
、
現
時
点
で

第
４
回
ま
で
の
講
義
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
私
語
が
気
に
な
る
こ

と
も
な
く
、
学
生
は
皆
、
熱

心
に
授
業
を
聴
い
て
お
り
、

例
年
よ
り
も
受
講
態
度
は
良

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
先

日
は
共
に
本
学
法
学
部
の
卒

業
生
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
近
藤

清
之
常
勤
監
事
と
半
田
朋
之

総
務
部
総
務
課
主
任
に
よ
る

「
学
校
法
人
の
運
営
と
大
学

職
員
」
と
題
す
る
講
義
が
行

わ
れ
、
本
学
の
歴
史
・
歩
み

と
と
も
に
、
進
路
の
選
択
肢

と
し
て
大
学
職
員
と
い
う
働

き
方
が
学
生
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
も
、
Ａ
Ｉ
等
の
先
端

技
術
の
業
務
活
用
動
向
の
紹

介
や
、
企
業
法
務
の
最
新
の

動
向
、
人
口
減
少
時
代
の
ま

ち
づ
く
り
等
、
興
味
深
い
話

題
が
展
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。
昨
年
度
よ
り
、
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
参
加
を
池
上
会

長
よ
り
呼
び
か
け
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
さ
ら
に
、
後
援
会
（
学
部

学
生
の
父
母
・
保
証
人
の
組

織
）
の
役
員
等
の
方
々
に
も

ご
聴
講
い
た
だ
い
て
い
る
ほ

か
、
本
学
職
員
の
聴
講
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
学
生
以
外

に
も
門
戸
を
ま
す
ま
す
広
げ

る
形
で
講
義
が
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
法
学
部
同
窓
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
ご
参
加
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
聴
講

を
ご
検
討
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

２
０
２
６
年
度
寄
付
講
座
実
施
経
過
の

ご
報
告
と
聴
講
の
ご
案
内

担
当
教
員
　
武
生　

昌
士
（
法
学
部
教
授
）
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平
素
よ
り
、
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
法
学
部
へ
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
２
０
２
６
年
４
月

よ
り
法
学
部
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
倉
部
真
由
美
と
申
し

ま
す
。
専
門
分
野
は
、
民
事

手
続
法
で
す
。
な
か
で
も
、

倒
産
法
に
関
す
る
研
究
・
教

育
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
本
学
法
学
部

は
、「
破
産
法
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
民

事
再
生
法
」
と
い
う
科
目
を

開
講
し
て
お
り
ま
す
。
学
部

の
レ
ベ
ル
で
こ
の
よ
う
に
倒

産
法
の
科
目
を
多
数
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
は
、
全
国
的

に
見
ま
し
て
も
大
変
稀
な
こ

と
で
す
。
倒
産
と
い
う
事
象

は
社
会
の
経
済
的
な
動
向
を

知
る
指
標
と
な
り
ま
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ら

の
科
目
を
受
講
し
終
え
た
後

に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で

報
道
さ
れ
る
倒
産
事
件
に
興

味
を
持
ち
、
以
前
と
見
方
が

変
わ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

授
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

課
外
で
は
、
茶
道
研
究
会

と
三
曲
会
の
顧
問
を
務
め
て

お
り
ま
す
。
な
か
な
か
上
達

し
ま
せ
ん
が
、
茶
道
は
、
私

の
長
年
の
趣
味
で
も
あ
り
ま

す
。
流
派
は
、
茶
道
研
究
会

と
同
じ
く
裏
千
家
で
す
。

任
期
中
、
総
会
や
父
母
懇

談
会
等
に
お
き
ま
し
て
、
同

窓
会
の
皆
様
と
お
目
に
か
か

る
機
会
が
あ
り
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

池
上
貞
純
会
長
を
は
じ
め
同

窓
会
の
皆
さ
ま
と
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
法

学
部
と
し
て
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
実
現
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 新

法
学
部
教
授
会
メ
ン
バ
ー

法
学
部
長

　

倉
部　

真
由
美
（
法
律
）

法
学
部
教
授
会
主
任

　

土
山　

希
美
江
（
政
治
）

法
学
部
教
授
会
副
主
任

宮
下　

雄
一
郎（
国
際
政
治
）

こ
の
た
び
理
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
地
頭
江
正
美

（
じ
と
う
え　

ま
さ
み
）
で

す
。
１
９
８
２
年
（
昭
和
57

年
）
政
治
学
科
卒
で
す
。
卒

業
後
、　

流
通
業
界
で
９
年

間
勤
務
し
た
後
に
、
人
材
ビ

ジ
ネ
ス
業
界
で
36
年
間
従
事

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、

有
料
職
業
紹
介
会
社
を
運
営

し
て
、
転
職
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
子
供
が
法
政
大
学

に
進
学
し
た
こ
と
で
後
援
会

役
員
を
こ
の
４
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

生
の
卒
業
後
に
、
同
窓
な
ら

び
に
大
学
と
の
交
流
が
大
切

な
こ
と
を
、
後
援
会
活
動
を

通
し
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ご
縁
が
あ
っ
て
、
法
学
部

同
窓
会
の
一
員
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
微
力
な
が
ら
精
一

杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

こ
の
た
び
理
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
小
泉 

淳（
こ
い

ず
み 

じ
ゅ
ん
）と
申
し
ま
す
。

法
律
学
科
を
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）
卒
業
後
、
電

機
メ
ー
カ
ー
で
24
年
、
化
粧

品
メ
ー
カ
ー
で
７
年
目
、
現

在
は
東
日
本
営
業
部
に
所
属

し
、
海
外
事
業
、
社
内
研
修

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

弁
論
部
と
山
本
吉
人
ゼ
ミ

（
労
働
法
）で
得
た
も
の
は
、

校
歌
に
あ
る
「
よ
き
師
よ
き

友
」
で
あ
り
ま
す
。
山
本
吉

人
先
生
は
と
て
も
気
さ
く
で

面
倒
見
の
良
い
先
生
で
し

た
。
ゼ
ミ
や
弁
論
部
の
友
人

に
は
公
私
に
悩
ん
だ
時
に
い

つ
で
も
ま
た
今
で
も
、
率
直

に
意
見
を
言
っ
て
く
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

今
後
は
理
事
と
し
て
魅
力

あ
る
法
学
部
同
窓
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
に
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
度
理
事
を
拝
命
し
ま

し
た
岩
本
亮
介
（
い
わ
も
と

　

り
ょ
う
す
け
）
で
す
。
平

成
11
年
に
政
治
学
科
を
卒
業

し
、
在
学
中
は
弁
論
部
に
所

属
す
る
と
と
も
に
学
友
会
活

動
に
も
関
わ
り
、
法
政
祭
の

実
行
委
員
長
も
務
め
ま
し

た
。卒

業
後
は
損
害
保
険
会
社

に
入
社
し
、
仙
台
、千
葉
、岐

阜
、新
潟
、福
島
で
勤
務
。
金

融
機
関
向
け
の
営
業
が
長

く
、
自
治
体
と
共
に
地
方
創

生
に
携
わ
る
機
会
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
特
に
福
島
で
は

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

地
域
の
復
興
支
援
に
関
わ
る

と
共
に
大
き
な
余
震
を
２
度

経
験
し
た
こ
と
で
、
図
ら
ず

も
保
険
の
有
用
性
を
再
認
識

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

寄
付
講
座
や
同
窓
生
と
の

交
流
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
法
学
部

卒
業
生
祝
賀
会
開
催

法
学
部
で
は
、
３
月
24
日

に
卒
業
生
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

大
学
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
る
企
画
・
広

報
・
運
営
（
司
会
、
受
付

等
）
の
全
面
的
な
協
力
も
あ

り
、
過
去
最
多
と
な
る
３
０

０
名
超
の
卒
業
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
会
場
に
は
卒
業
生

に
贈
る
言
葉
と
し
て
同
窓
会

員
を
含
め
多
く
の
寄
せ
書
き

が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
社
会

に
は
ば
た
く
若
人
へ
の
祝
辞

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
飾
り
つ

け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
定
刻
通
り
実
行

委
員
会
の
学
生
さ
ん
の
発
声

に
よ
り
始
ま
り
、
池
上
法
学

部
同
窓
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

細
田
法
学
部
長
の
祝
辞
、
廣

瀬
前
総
長
の
あ
い
さ
つ
と
乾

杯
の
音
頭
を
経
て
懇
願
が
始

ま
り
ま
し
た
。
来
賓
に
は
廣

瀬
前
総
長
、
西
田
理
事
、
法

学
部
教
授
会
の
新
旧
学
部
長

を
は
じ
め
、
多
く
の
教
員
の

参
加
が
あ
り
、
会
場
は
今
ま

で
に
な
く
大
変
な
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。
歓
談
の
後
恒
例

の
抽
選
会
が
あ
り
、
人
気
の

景
品
も
多
く
並
べ
ら
れ
、
学

生
さ
ん
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
法
学
部
長
ご
挨
拶 

倉
部
真
由
美
教
授

新

理

事

紹

介
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法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
　
会
長

法
政
大
学
校
友
会
理
事池　

上　
貞　
純

〒
113
―
0031
　
東
京
都
文
京
区
根
津
2
―
35
―
2

電
話
　
0
8
0
―
3
0
8
8
―
6
6
0
0

E-mail:ikegami0108@
yahoo.co.jp

昭
和
57
年
3
月
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
　
事
務
局
長

法
政
法
曹
会
事
務
局
長

弁 

護 

士 

中　
込　
一　
洋

事
務
局
　E-mail

：jimukyoku@
hosei-hogakubu-dosokai.jp

昭
和
63
年
3
月
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
　
理
事

大　
澤　
一　
雅

昭
和
57
年
3
月
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

の
う
づ
か
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

納　
塚　
　
　
大

東
京
都
大
田
区
西
馬
込
二
丁
目
六
番
二
十
四
号

電
話
　
0
9
0
―
6
4
3
8
―
1
1
7
9

E-mail:hinozuka@
gmail.com

平
成
10
年
3
月
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
　
理
事

小　
泉　
　
　
淳

平
成
7
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
　
理
事

岩　
本　
亮　
介

平
成
11
年
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

本
年
２
月
に
、
新
年
度

（
令
和
８
年
度
・
２
０
２
６

年
度
）
会
費
に
つ
い
て
、
法

学
部
同
窓
会
会
長
名
で
３
月

中
の
納
付
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
約

80
人
の
会
員
の
皆
様
か
ら
新

年
度
会
費
を
３
月
末
日
ま
で

に
納
付
し
て
頂
き
ま
し
た
。

要
請
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
以
外

の
会
員
の
皆
様
（
法
学
部
同

窓
会
の
終
身
会
費
を
既
に
納

付
さ
れ
て
い
る
方
々
を
除

く
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

同
窓
会
活
動
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
、
未
納
付
の
新
年

度
会
費
に
つ
い
て
、
な
る
べ

く
早
め
の
同
窓
会
口
座
へ
の

振
り
込
み
を
お
願
い
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
今
回

の
お
願
い
が
届
く
ま
で
に
既

み
ず
ほ
銀
行

東
京
中
央
支
店

普
通　

８
５
５
８
６
１
５

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

〇
一
九
支
店

当
座　

１
２
１
７
４
４

法
政
大
学
「
法
学
部
」
同
窓

会

に
振
込
済
の
場
合
に
は
、
行

き
違
い
の
点
を
ご
容
赦
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

振
込
口
座

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会

は
平
成
10
年
（
１
９
９
８

年
）
11
月
に
創
立
さ
れ
、
以

後
約
28
年
間
、
歴
代
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
各
理
事
、
監

事
ほ
か
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
方
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
に

よ
り
、
大
学
と
の
連
携
協
力

に
よ
る
寄
付
講
座
や
卒
業
生

祝
賀
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
総
会
や
講
演
会
、
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
や
学
祖
墓
参
な
ど

の
活
動
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
が
、
昨
今
、
会
費
納
入
者

の
減
少
、
諸
物
価
の
高
騰
、

現
役
勤
労
世
代
の
卒
業
生
の

参
画
低
迷
な
ど
の
課
題
が
生

じ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
会
報
の
送
付
を
は

じ
め
と
す
る
会
員
の
皆
様
へ

の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

し
、
郵
送
料
の
縮
減
な
ど
の

観
点
か
ら
極
力
メ
ー
ル
の
活

用
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
が
、
現
状
で
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
判
明
し
て
い

る
の
は
会
員
の
約
半
分
の
方

々
に
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
報
な

ど
の
添
付
文
書
が
閲
覧
で
き

る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持

ち
の
方
（
他
に
住
所
変
更
等

が
あ
っ
た
場
合
を
含
む
）
は

事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
等
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

〝
入
会
申
込
〞
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
入
会
申
込
書

に
あ
る
「
新
規
会
員
登
録
」

の
書
式
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
同
窓
会
事
務
局
あ
て
メ

ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。な

お
、
法
学
部
同
窓
会
事

務
局
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い

た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
住
所

等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
法
学
部
同
窓
会
か
ら
の

会
報
の
送
付
、
催
事
の
案

内
、
会
費
及
び
寄
付
等
の
同

窓
会
活
動
に
伴
う
連
絡
・
依

頼
等
の
事
務
の
み
に
限
定
し

て
使
用
す
る
も
の
と
し
て
、

そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

個
人
情
報
と
し
て
適
切
に
管

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法
学
部
同
窓
会
事
務
局　
　

中
込　

一
洋　

事
務
局
長

〒
１
０
１
―
０
０
４
７　

千
代
田
区
神
田
２
―
５
―
１

大
手
町
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
４
階　

司
総
合
法
律
事
務
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
―
６
２
０
６
―

４
７
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03
―
６
２
０
４
―

４
７
０
１

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

jim
ukyoku@

hosei-
hogakubu-dosokai.jp

法
学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

https://www.hoseinet.or.
jp/partner/hougakubu/

法
学
部
同
窓
会
活
動
記
録

写
真　

Facebook

に
加
入

が
必
要
で
す
。（
無
料
）

https://facebook.com/　

法
政
大
学
法
学
部
同
窓
会
と

検
索
し
て
視
聴
し
て
く
だ
さ

い
。

新
年
度（
令
和
８
年
度
・
２
０
２
６
年
度
）

 
会
費
納
付
の
お
願
い

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
情
報
の

 

ご
提
供
の
お
願
い

□
事
務
局
だ
よ
り


